
































結び， A男には金員を貢がせる こと無く， 経済的に自力で養育し得ると信じ，昭和35年11月21
日A男との聞に一女を出産した。
然るに妻Xは，昭和39年2月頃， A男Y女聞の関係を知る処となり，自分も 2カ月後出産予








































(BJ X' X" X柑 lこ対し
「A男は自己の収入からすれば，多額の生活費をXに送金 し，家屋の名義人もXに移し努力



















































































控訴人 X,A' A" A柑 被控訴人 Y
(A) Xに対し









為の成立を認めるべき ものと解すべきではないjとして，子 A'A" A柑に対し各々 100万円宛
の慰籍料を認定した。
即ち，夫X及その子 A'A" A抑の双方共に慰籍料を認めたのである。
内 第三審 （最高裁 昭53（オ）第1267号，慰藷料請求事件，昭54.3. 30第一小法廷）
上告人 Y 被上告人 X,A' AグA砂
（ア） 上告理由
① 第一審ではXの請求のみを認めて 300万円の支払を命じているのに対し，第二審では，





























































































然しながら， 出奔前の如き全き監護教育が施し得なくなり， 又は全くこれを為し得なく なっ
たために子の蒙る不利益は，本判決の，本林裁判宵の反対意見に観らるる如く， 不貞配偶者の
相手方の同棲に因って生じた処のものであり，決して本判決の多数意見のいうが如き，「事実上

























る悲境の歎をかこち， 覆水盆lこ帰ら ざる帰法となった。 法学者は，若き学徒に対し， その専攻
の分野を通じて，婚姻の基礎を力説して啓蒙すべきを附言して，欄筆する。
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